








要約:免疫グロブリンの大量静注療法にもかかわらず、中等度以上(冠動脈瘤の最大径が 4

㎜以上)の冠動脈病変をきたした川崎病症例について検討した。いずれも、本院への紹介

例であり、中等度病変が 8 例、巨大冠動脈瘤が 11 例であった。このような症例の冠動脈

病変合併の危険因子として、川崎病の重症度、免疫グロブリンの投与開始病日、製剤の種

類、投与量、入院病日および併用療法などが想定された。


